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   Ｇ０３Ｂ  15/05     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/02     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/00     (2018.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/10     (2018.01)
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   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   15/05     　　　　
   Ｆ２１Ｖ    5/04     ６５０　
   Ｇ０２Ｂ    3/08     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   15/02     　　　Ｓ
   Ｆ２１Ｖ    5/00     ６３０　
   Ｆ２１Ｖ    5/02     １００　
   Ｆ２１Ｌ    4/00     ６２１　
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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月25日(2018.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光入射面と光出射面とを有し、かつ光透過部と該光透過部の外側に設けられた光反射部
とを備えるフレネルレンズ及び
　前記光入射面に対向し、かつ前記光透過部と前記光反射部の光透過部側の一部との下方
に配置された発光素子を備えることを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　前記光反射部において、前記光入射面が、円周方向に沿って配列される複数の単位レン
ズを有し、
　該単位レンズは、レンズ面と、該レンズ面間に位置するライズ面とを有し、かつピッチ
が６０μｍ以下に設定され、
　以下の式（１）及び（２）
　１．０ｘ≦ｙ≦２．５ｘ　　　　　（１）
　０．１ｚ≦ｘ≦２．０ｚ　　　　　（２）
　（ｘは、前記発光素子の発光面の最大幅、ｙは前記フレネルレンズの有効径、ｚは前記
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発光素子と前記フレネルレンズの光透過部との最短距離を表す。）を満たす請求項１に記
載の光源装置。
【請求項３】
　前記光出射面の表面が、シボ加工を施された形状を有する請求項１又は２に記載の光源
装置。
【請求項４】
　前記発光素子の発光面の最大幅が、０．９ｍｍ～２．９ｍｍである請求項１～３のいず
れか１つに記載の光源装置。
【請求項５】
　前記フレネルレンズの有効径が１．５ｍｍ～５．０ｍｍである請求項１～４のいずれか
１つに記載の光源装置。
【請求項６】
　前記発光素子と前記フレネルレンズの光透過部との最短距離が０．２ｍｍ～１．０ｍｍ
である請求項１～５のいずれか１つに記載の光源装置。
【請求項７】
　前記単位レンズは、前記レンズ面と前記ライズ面とを連結する頂点部が丸みを有する請
求項１～６のいずれか１つに記載の光源装置。
【請求項８】
　前記単位レンズは、中心に向かって浅くなる請求項１～７のいずれか１つに記載の光源
装置。
【請求項９】
　前記発光素子の発光面の上に透光性部材が配置されている請求項１～８のいずれか１つ
に記載の光源装置。
【請求項１０】
　前記透光性部材は、前記発光素子からの光を波長変換する蛍光体を含有する請求項９に
記載の光源装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　フレネルレンズの有効径は、例えば、光源装置に用いる発光素子の発光面の幅の２倍程
度以上が挙げられる。ｘを発光素子の発光面の最大幅、ｙをフレネルレンズの有効径とし
た場合、例えば、式（１）の関係、１．０ｘ≦ｙ≦２．５ｘを満たすものが好ましい。具
体的には、フレネルレンズの有効径は、１．５～５．０ｍｍ程度が例示される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　一実施形態では、フレネルレンズ１２と発光素子１１とは、式（１）及び（２）の双方
を満たすものが好ましい。
　１．０ｘ≦ｙ≦２．５ｘ　　　　　（１）
　０．１ｚ≦ｘ≦２．０ｚ　　　　　（２）
　（ｘは、前記発光素子の発光面の最大幅、ｙは前記フレネルレンズの有効径、ｚは前記
発光素子と前記フレネルレンズの光透過部との最短距離を表す。）                    
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